
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

鳴神　迅人（ﾅﾙｶﾐ　ﾊﾔﾄ）

ブラックドッグ
ハヌマーン

奇術師

17

感染

母親不在

自傷

トラウマ

高校生

男

30

いい人

3
2
2
1

0
1
0
0

0
0
0
0

3
3
2
1

28
8
8
13
26

3
1 2 2 2

マジック 芸能 噂話2 2 1

白兵 10r+3

0 0

Dロイス：雷帝
母親

谷修成
九叡 真希
松井　之巳

ELIZA

慕情
尊敬
友情

悔悟
劣等感
隔意

ナックルダスター

6 5

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：ブラックドッグンまたいで

バリアクラッカー

一閃

ＭＡＸボルテージ

アームズリンク

電光石火

ミカヅチ

タッピング＆オンエア

シークレットポケット

真偽感知

★

0

3

2

1

3

3

3

2

1

1

1

-

1d10

2

4

2

4

2

3

6

１

１

２

オート

気絶時

メジャー

メジャー/リアクション

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー/リアクション

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

-

武器

武器

-

武器

-

-

視界

至近

視界

シーン

自身

-

-

-

-

-

-

-

自動

自動

-

対決

対決

対決

対決

-

対決

自動

自動

自動

-

↓100

-

80↑

-

80↑

-

-

Dロイス

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-ＬＶ、下限７

装甲無視、ガード不可、LV回使用可

全力攻撃+白兵攻撃

atk+10、LV回使用可、ダイス-1

ダイス+LV

ダイス+[LV+1]、HP-1d

ダメージ+3D、LV回使用可

要は盗聴

物を消す、隠すのはお手の物

嘘つきは分かりやすい

【EA適用】

コンボ
①80％以下　《コンセ：ブラックドッグ》+《一閃》+《アームズリンク》+《電光石火》　
　　　　　　　　　命中判定（10d+3、c7),ダメージ（達成値ダイス）,侵食率+9,HP-1d

②80％以上　《コンセ：ブラックドッグ》+《一閃》+《アームズリンク》+《電光石火》＋《バリアクラッカー》+《MAXボルテージ》+《ミカヅチ》
　　　　　　　　　命中判定（9d+侵食ボーナスd+3、c7）,ダメージ（達成値ダイス+3d+10+4),侵食値+23,HP-1d

　N市高校に通う一見すると無気力無関心系の高校生。
　しかしそれは自身に発症してしまったレネゲイドウィルスによる人知を超えた力が、他者を傷つけてしまうことを避けるためのものである。
　小さい頃から趣味でマジックをしており、腕はかなりのもの。しかし前述の理由もあって誰かに見せる機会はあまりなく、もっぱら家の鏡が観客である。
　本来は誰かにマジックを見せるのが好きなちょっと目立ちたがりなところもある性格である。

　レネゲイドウィルスに感染したのは数年前。とある事件に巻き込まれて感染.発症した。
　その事件が原因で母親を失っている。事件中に母親が死亡する現場に居合わせており、その光景がトラウマとなっている。
　事件の犯人がオーヴァードであり、そのレネゲイドウィルスに当てられたために発症した。
　事件中に発症し、扱いきれない力で犯人に一撃を与えたが犯人は逃走。今でも事件の犯人を恨んでいる。
　犯人は母親をまるで自殺したように見せかけるような形で殺害しており、警察は単なる自殺であり事件としてはおらず捜査もなされていない。
　警察には目の前で起こった事件の様子を証言しているが信じてもらえてはいない。
　その事件で唯一親身になって話を聞いてくれた谷修成には信頼、また彼の生い立ちや生き様を知り尊敬している。
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